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▼
平
成
三
十
年
七
月
二
十
七
日
付
で
「
藝
術
研
究2018

」（
年
報
第
三
十
一
号
）

を
発
行
し
た
。

▼
平
成
三
十
年
九
月
二
日

　

広
島
市
立
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
（
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
１
）
に
お
い

て
、
平
成
三
十
年
度
総
会
お
よ
び
第
三
十
二
回
大
会
を
開
催
し
た
（
当
初
、
七

月
二
十
九
日
に
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
ひ
ろ
し
ま
大
講
義
室
五
〇
二
で
開
催

予
定
だ
っ
た
が
、
台
風
一
二
号
の
影
響
の
た
め
、
こ
の
よ
う
に
変
更
）。
総
会

参
加
者
数
は
二
十
三
名
、
大
会
参
加
者
数
は
三
十
三
名
。

　

総
会
は
大
島
徹
也
事
務
局
長
の
開
会
の
こ
と
ば
、
青
木
孝
夫
会
長
の
挨
拶
の

後
、
末
永
航
を
議
長
に
選
出
し
議
事
を
進
め
た
。
ま
ず
、
第
一
号
議
案
「
平
成

二
十
九
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
に
つ
い
て
」
に
つ
い
て
、
資
料
に
も
と
づ

き
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
が
大
島
事
務
局
長
か
ら
な
さ
れ
、
続
い
て
、
樋

口
聡
監
査
お
よ
び
船
田
奇
岑
監
査
に
よ
る
監
査
の
報
告
が
船
田
監
査
よ
り
な
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
承
認
さ
れ
た
。
次
に
、
第
二
号
議
案
「
平
成
三
十
年
度
事

業
計
画
並
び
に
予
算
案
に
つ
い
て
」
に
つ
い
て
、
資
料
に
も
と
づ
き
事
業
計
画

お
よ
び
予
算
案
が
大
島
事
務
局
長
か
ら
説
明
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
承
認
さ
れ

た
。
最
後
に
、
第
三
号
議
案
「
委
員
選
挙
お
よ
び
平
成
三
十
・
三
十
一
年
度
役

員
に
つ
い
て
」
は
、
ま
ず
平
成
三
十
年
度
は
じ
め
に
実
施
さ
れ
た
委
員
選
挙
の

結
果
と
会
長
・
副
会
長
の
選
任
等
に
つ
い
て
、
大
島
事
務
局
長
か
ら
報
告
が
な

さ
れ
た
。
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
委
員
は
青
木
孝
夫
、
大
島
徹
也
、
桑
島

秀
樹
、
城
市
真
理
子
、
末
永
航
、
菅
村
亨
、
関
村
誠
、
谷
藤
史
彦
、
馬
場
有

里
子
、
山
下
寿
水
の
十
名
（
五
十
音
順
）
で
、
こ
れ
ら
の
委
員
の
互
選
に
よ

り
、
青
木
孝
夫
が
会
長
に
、
末
永
航
が
副
会
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
、
会
長

が
指
名
し
総
会
に
よ
る
承
認
を
必
要
と
す
る
委
員
五
名
に
は
伊
藤
由
紀
子
、
今

井
み
は
る
、
柿
木
伸
之
、
西
原
大
輔
、
福
田
道
宏
（
五
十
音
順
）、
委
員
会
が

選
出
し
総
会
に
よ
る
承
認
を
必
要
と
す
る
監
査
二
名
に
は
樋
口
聡
、
船
田
奇

岑
（
五
十
音
順
）
が
選
ば
れ
た
こ
と
が
大
島
事
務
局
長
か
ら
報
告
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
会
長
が
指
名
す
る
幹
事
に
石
松
紀
子
、
兼
内

伸
之
介
、
山
本
和
毅
の
三
名
（
五
十
音
順
）、
事
務
局
長
に
大
島
徹
也
、
事
務

局
員
に
菅
村
亨
、
石
松
紀
子
が
就
任
し
た
こ
と
が
大
島
事
務
局
長
か
ら
報
告
さ

れ
た
。
す
べ
て
の
議
事
審
議
が
終
了
後
、
青
木
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
閉
会
し

た
。

　

大
会
は
、
研
究
発
表
（
三
件
）
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。
研
究
発
表

は
、
①
谷
川
ゆ
き
（
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
学
芸
主
任
）「
海
の
見
え
る
杜
美

術
館
所
蔵
《
十
番
切
絵
巻
》
に
つ
い
て
」、
②
石
松
紀
子
（
広
島
市
立
大
学
）

「
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
の
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
美
術
と
社
会

の
関
係
性
に
つ
い
て
」、
③
宮
地
英
和
（
広
島
経
済
大
学
）「
障
が
い
者
の
創
作

活
動
支
援
に
つ
い
て
」。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
近
代
建
築
福
山
研
究
会
と
の
共
催
）

は
「
明
治
維
新
百
五
十
年
に
住
宅
建
築
・
住
ま
い
方
の
問
題
を
考
え
る
」
を

　
　
広
島
芸
術
学
会
活
動
報
告

　
　
　
　
　

平
成
三
十（
二
〇
一
八
）年
七
月
一
日
〜
令
和
元（
二
〇
一
九
）年
六
月
三
十
日
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テ
ー
マ
と
し
、
パ
ネ
リ
ス
ト
は
谷
藤
史
彦
（
ふ
く
や
ま
美
術
館
相
談
員
・
前
副

館
長
）、
千
代
章
一
郎
（
広
島
大
学
准
教
授
）、
前
田
圭
介
（
建
築
家
・
広
島
工

業
大
学
教
授
）、
中
村
圭
（
広
島
市
立
大
学
講
師
）
の
四
名
。
※
前
田
氏
は
新

日
程
で
の
登
壇
調
整
が
付
か
ず
、
当
日
は
欠
席
。
上
田
寛
之
氏
（
Ｕ
Ｉ
Ｄ
建
築

設
計
事
務
所
）
が
前
田
氏
の
発
表
原
稿
を
代
読
。

▼
平
成
三
十
年
十
月
二
日

　

会
報
第
一
四
九
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
今
井
み
は
る
（（
公
財
）
み
や
う
ち

芸
術
文
化
振
興
財
団
・
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ヤ
ウ
チ
学
芸
員
）
の
「
自
分

の
タ
グ
を
増
や
す
」。
第
三
二
回
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
は
宮
地
功
氏

（
非
会
員
／
福
山
大
学
教
授
、
近
代
建
築
福
山
研
究
会
委
員
）
が
執
筆
し
た
。

▼
平
成
三
十
年
十
一
月
三
日

　

第
一
二
四
回
例
会
と
し
て
、
山
口
県
立
美
術
館
の
「
没
後
四
〇
〇
年 

雲
谷

等
顔
展
」
お
よ
び
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
修
理
完
成
記
念 
雪
舟
《
山
水
図
巻
》

の
謎
」
の
鑑
賞
と
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
日
本
美
術
応
援
団 
雲
谷
等
顔
を
応

援
す
る 

in 

山
口
！！
」（
於 

山
口
県
教
育
会
館
）
の
聴
講
を
行
っ
た
。
参
加
者

数
は
七
名
。

▼
平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
二
日

　

会
報
第
一
五
〇
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
西
原
大
輔
（
広
島
大
学
大
学
院
教

授
）
の
「
文
学
研
究
は
政
治
的
正
義
を
主
張
す
る
場
な
の
か
」。
ま
た
、
末
永

航
（
美
術
評
論
家
）
に
よ
る
第
一
二
四
回
例
会
の
報
告
を
掲
載
し
た
。

▼
平
成
三
十
年
十
二
月
十
五
日

　

広
島
市
立
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
（
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
１
）
に
お
い

て
、
第
一
二
五
回
例
会
を
開
催
し
た
。
研
究
発
表
は
①
劉
敏
（
広
島
大
学
大
学

院
総
合
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
の
「
明
治
期
の
美
育
と
し
て
の
女
礼
式

に
つ
い
て
」、
②
古
賀
く
ら
ら
（
広
島
市
立
大
学
助
教
）
の
「
日
本
絵
画
に
お

け
る
画
材
料
の
変
遷
―
画
法
書
に
記
載
さ
れ
た
彩
色
料
に
も
と
づ
い
て
―
」。

参
加
者
数
は
二
二
名
。

▼
平
成
三
十
一
年
二
月
十
九
日

　

会
報
第
一
五
一
号
を
発
行
。
本
号
よ
り
会
報
が
電
子
版
と
な
っ
た
。

▼
平
成
三
十
一
年
三
月
四
日
〜
十
一
日

　

芸
術
展
示
第
一
一
回
展
「
再
考
！
人
間
と
自
然
」
を
開
催
し
た
。
広
島
県
立

美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
と
し
た
。
総
入
場
者
数
は
五
百
三
十
名
。
詳

細
は
別
掲
の
報
告
の
と
お
り
。

▼
平
成
三
十
一
年
三
月
九
日

　

広
島
大
学
（
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
）
学
生
プ
ラ
ザ
多
目
的
室
一
・
二
に
お
い

て
、
第
一
二
六
回
例
会
を
開
催
し
た
。
研
究
発
表
は
①
郭
陸
歓
（
広
島
大
学

大
学
院
生
）
の
「
李
卓
吾
の
『
童
心
説
』
と
本
居
宣
長
の
『
も
の
の
あ
は
れ

論
』
を
め
ぐ
る
比
較
美
学
的
考
察
」、
②
金
好
友
子
（
広
島
大
学
大
学
院
生
）

の
「
唐
津
焼
奥
高
麗
茶
碗
と
高
麗
茶
碗
の
造
形
比
較
―
土
見
せ
表
現
に
着
目
し

て
―
」。
展
覧
会
紹
介
レ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
、
吉
川
昌
宏
（
奥
田
元
宋
・
小
由

女
美
術
館
学
芸
員
）
の
「
吉
村
芳
生
の
活
動
と
広
島
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
」。

参
加
者
数
は
二
十
四
名
。

▼
令
和
元
年
五
月
十
三
日

　

会
報
第
一
五
二
号
を
発
行
。
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▼
令
和
元
年
六
月
十
五
日

　

第
一
二
七
回
例
会
と
し
て
、
尾
道
の
ア
ー
ト
ベ
ー
ス
百
島
と
光
明
寺
會
舘
を

見
学
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
活
動
内
容
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ

い
た
。
参
加
者
数
は
七
名
。

◆
会
員
状
況　

　

二
〇
一
九
年
六
月
三
〇
日
現
在
、
法
人
会
員
二
法
人
、
個
人
会
員
百
九
十
五

名
（
一
般
会
員
百
四
十
二
名
、
学
生
会
員
五
十
三
名
）

※ 

文
中
、
当
学
会
会
員
に
つ
い
て
は
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
肩
書
き
は
当
時
の
も
の
で
す
。
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局


